「遊」動するくらし by 辛嶋 博善
私は下記の場面が印象に残っています。 
「マルコ・ポーロはとある橋の姿を、その石の一つ一つに至るまで、描写している。 
「だが、その橋を支えている石はどれか？」と、フビライ汗がたずねる。 
「橋は、あれこれの石一つによって支えられているのではございません」と、マルコは答
えて言う。「その石の形づくるアーチによって支えられているのでございます。」 
フビライ汗は口を閉ざして、考えにふけっている。やがて、言葉をついで言う。「なぜお
前は石について語るのか？朕にとって重要なものは、ただアーチだけである。」 
ポーロは答えて言う。「石なくして、アーチはございませぬ。」 
私たちは『宿命の交わる城』の話をしながら、フビライ・ハンと同じようにこんな事を思
ったかもしれません。 
「なぜお前はタロットについて語るのか？朕にとって重要なものは、ただ物語だけであ
る。」 
私はカルヴィーノの声が聞こえたような気がします。 
「タロットなくして、物語はございませぬ。」と。 
 
 
NPO 法人タッチケア支援センター理事長 中 川 れい子 
 
78 枚のタロットカードの、特に 22 枚の大アルカナのルーツはいまだ謎が多く、タロッ
トについて魔術やスピリチュアルな解釈が含まったのは 19 世紀のオカルトブームが大き
なきっかけです。その後 20 世紀に入り心理学者のカール・ユングが「集合的な無意識を
刺激するような元型的なイメージがちりばめられている」とタロットに注目しました。さ
らにキューバ生まれのイタリアの SF・幻想作家イタロ・カルヴィーノ（Italo Calvino 
1923-85 年）は著書『宿命の交わる城』でカードのメッセージのままに物語を運ぶという
実験的な手法を試しました。彼は「一種の大衆の無意識の表出として、タロットカードに
匹敵する現代の道具に、どのようなものがあるだろうか？」と語り、集合無意識と多様性
に開かれたタロットカードの新たな可能性を提示したのです。 
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1. はじめに 
 
遊動ということばは私たちにとってなじみの薄いものだと思われる。遊動ということば
には「自由に動く」、生物・生態学的に使われる「一年の周期の中で移動する」という意味
がある。遊動民には彷徨する人々、それゆえ時代遅れというイメージが付きまとうが、果
たしてそうなのか。もしそうしたイメージとは異なるのが実情だとするならば、遊動しな
がらくらすとはどのようなものなのか、そしてなぜ移動するのかという疑問が生まれてく
ることになる。 
 
2. 遊牧とは 
 
遊動民は自由気ままに移動し、くらしているイメージがある。狩猟採集、牧畜、焼畑農
耕をする人々、他に商人、芸能の人も遊動民(nomad)と呼ばれることがある。これらの人々
には彷徨する人々、時代遅れといったイメージが付きまとう。このようなイメージは定住
民、つまり一ヶ所に留まってくらしている人々からの視点である。ダーウィンの進化論が
民族学、文化人類学の研究に取り入れられ、狩猟採集から牧畜、農耕へと進化し、都市が
できたと以前は考えられていた。狩猟採集から牧畜、農耕と並べると、元々遊動していた
人々が一つの場所でくらすようになったというストーリーは進化論にとって都合が良かっ
たと考えられる。19世紀以降進化論は長い間受け入れられ、遊動するのは時代遅れな人々
であるという印象が定着してしまったと考えられる。しかし、現代の考古学的知見からす
ると牧畜と農耕はほぼ同時期に発生して来たものであると言われている。そしてまた、遊
牧民は決して自由気ままに動いているわけではなく、制約の中で場所を慎重に選びながら
動いている。多くの場合、自由気ままというよりは一年の中で周回している。最近では遊
牧という言葉に時代遅れのイメージがあることから、移動牧畜ということばを使う人も多
くなっている。 
牧畜とは家畜を大きくし、数を増やしていくくらしである。搾乳し乳製品を得、肉を利
用し場合によっては血も食料としている。家畜から採れる毛皮や毛は衣類にし、馬に乗り、
牛などに荷車を引かせ運搬としても利用している。美という漢字は羊を大きくすると書く
が、羊を大きくする牧畜は美の根幹と言っても過言ではないと思える。 
21世紀になってもなぜ牧畜、遊牧を続けているのか。本当に不便なくらしなのか、21世
紀に不適合なくらしなのか、考えていかなければならない。 
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3. モンゴルとはどんなところ 
 
3.1 モンゴルとは 
モンゴルといえば今の日本では力士のイメージが強い。相撲の呼び出しの時にも聞かれ
る首都のウラーンバートルは、赤い英雄という意味である。二十数年前までモンゴルは社
会主義国で、モンゴル人民共和国と呼ばれていた。 
面積はおよそ156万㎢で日本の約4倍の広さである。人口は約300万人、人口密度は1㎢辺
りに2人いるかいないかで、世界で一番人口密度の低い国である。首都のウランバートルに
約130万人が居住し、人口の約40％が集中しているので、草原の方はさらに人口密度が低い。 
モンゴルで話されている言葉はモンゴル語で、チュルク語、ツングース語とともにアル
タイ諸語とされることもあるが、系統関係は明らかではない。 
モンゴル国にはモンゴル系のハルハ人と少数民族、また西部を中心にカザフ人が居住し
ている。なお、モンゴル国の南に位置する内モンゴルと北のロシアのブリヤード共和国に
もモンゴル人が住んでいる。 
17世紀頃から清朝の支配下にあり、1921年に独立を果たすが、その10年前の1911年に清
朝から一度独立をしている。 
1939年第二次世界大戦の頃、モンゴル国の東側で武力衝突、ノモンハン事件が起きた。
日本では教科書に小さく載っているだけであるが、モンゴルでは日本に対する戦争と捉え
られている。9の付く年（1999年、2009年など）にモンゴルでは大々的にパレードが行われ、
また2014年には75周年記念として大きなパレードが行われた。 
1980年代後半から、ソ連で起こったペレストロイカがモンゴルにも波及した。最初は社
会主義の改革だったのが市場経済の導入、一党（人民革命党）独裁の放棄へと進んで行っ
た。自由主義が取り入れられ、1992年には新憲法が制定され、モンゴル人民共和国からモ
ンゴル国に国名が変わった。 
2010年から2013年頃、非常に大きな経済成長を遂げた。一時は世界で三本の指に入るほ
どの経済成長だったが、数年の間に急速に停滞してしまった。 
 
3.2 モンゴル国の都市と地方 
モンゴルの住民の多くは元々遊牧民であったが、1956年には地方人口は78.4％になり、
2010年には36.7％になっている。元々都市人口はほとんどいなかったが、2010年には63.3％
になっている。比率から見ると一見地方人口、その中に含まれる牧畜民は非常に減ってい
るように思えるが、この点については後ほど説明する。 
ウランバートルは人口約130万人。国会、政府庁舎のあるスフバートル広場には1921年に
独立した時の英雄スフバートル像がある。一時はチンギス広場と呼ばれていた。 
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表1 モンゴル国人口、都市人口、地方人口、及び都市人口対地方人口比の推移 
年 総人口 都市人口 ％ 地方人口 ％ 
1918 647,500 ― ― ― ― 
1925 684,000  ― ― ― ― 
1935 738,200 ― ― ― ― 
1940 743,800 ―  ― ― ― 
1950 772,400 ― ― ― ― 
1956 845,500 183,000 21.6% 662,500 78.4% 
1963 1,017,100 408,800 40.1% 608,300 59.9% 
1969 1,197,600 527,400 44.0% 670,200 56.0% 
1979 1,595,000 817,000 51.2% 778,000 48.8% 
1989 2,044,000 1,166,100 57.0% 877,900 43.0% 
1995 2,251,300 1,168,400 51.9% 1,082,900 48.1% 
1999 2,373,500 1,390,500 58.6% 983,000 41.4% 
2002 2,475,400 1,421,000 57.4% 1,054,400 42.6% 
2010 2,780,800 1,760,400 63.3% 1,020,400 36.7% 
［Maiskii 2001：26（1921年）、Tsedensodonom 1999：13（1925～1979年）、NSOM 2001：37（1995～
1999年）、NSOM 2003：39（2002年））、NSOM2011:86（2010年）、10の位以下四捨五入］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
  図1 スフバートル像          図2 現在の町の様子 
 
 ウランバートルの中心部から少し離れると、ゲルという遊牧民が使うテントが固定家屋
の近くでも住居として使われている。こうした場所をゲル集落と呼ぶが、最近はゲル集落
にも開発が進み高い建物、マンションが建ち始めている。  
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       図3 ウランバートル郊外   
 
筆者が調査しているヘンティー県はウランバートルから東へ340kmところにある。ヘンテ
ィー県の県庁所在地はウンドゥルハーン、現在は名前が変わってチンギスで、人口約17,000
人である。居住区は塀で囲われていて、中には固定家屋やゲルが立てられている。 
ウンドゥルハーンから西に30kmくらいのところにムルン郡がある。ムルン郡は面積2,185
㎢、人口2,133人（611世帯）、家畜頭数72,690頭（駱駝426頭、馬9,679頭、牛5,003頭、羊
39,132頭、山羊18,450頭）、5つの村がある（2002年）。そのうちの一つ第4村が中心地で、
郡役場、銀行などがあり、第5村には炭鉱があり、定住地となっている。他の3村は遊牧民
が住んでいる村である。 
 
 
 
 
 
 
    
  図5 定住地の固定家屋        図6 ムルン郡にある銀行 
 
4. 草原のくらし 
 
4.1 草原の衣食住 
モンゴルの民族衣装デールは、お土産屋に外国人向けに売られているが、遊牧民の家庭
では手回しミシンなどを使い、手作りする。冬用に羊の毛皮を縫い付けることもある。 
図 4 ウランバートル・ゲル集落と
建設中のマンション 
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     図7 デールを装った人々         図8 様々な料理 
 
食生活は小麦粉が多く食べられている。肉を食べる量は日本人より多いが、牧畜民であ
っても次の年に備えて繁殖させないといけないため、飼っている家畜の肉ばかりを食べる
わけにはいかない。小麦粉ではうどんや餃子、ドーナツのようなお菓子など、乳製品は牛
乳を温めながら混ぜるとできるクリームやヨーグルトなどを作る。普段食べるものではな
く、祭りや人が集まる時に出される料理として、山羊の中に石を詰めて蒸し焼きにした丸
焼きなどがある。 
住まいのゲルは、遊牧民が使う物なので解体して持ち運びすることができる。以前は大
八車のようなものに家財道具一式を積んで移動していた。10年程前には社会主義の頃のト
ラクターを使うこともあったが、近年はトラックが主流である。 
 
 
 
 
 
 
   
     図9 ゲル         図10 遊牧移動①        図11 遊牧移動② 
 
ゲルを建てるには柱（バガナ）を立ててその上に天窓（トーノ）を乗せる。天窓の周り
には穴が開いており、そこに天井の骨組み（オニ）を差しこむ。天井の骨組みの反対側に
紐が通してあり、それをあらかじめ立てておいた壁（ハナ）の上に引っ掛ける。その上に
フェルトや布をかける。雨漏り防止のためにそれらの間にビニールシートをかぶせること
もある。外側をロープで縛ると出来上がりで、人数にもよるが1～2時間で立てることがで
きる。 
内部には絨毯が敷かれる。ベッドも置かれ、日中はソファー代わりになる。北側には家
族と親せきの写真を飾り、仏教、とくにチベット仏教が信仰されていることもあり、ダラ
イラマの写真も飾られている。タンスの中には普段使わない晴れ着や現金、お客さん用の
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お酒やお土産などが入っていることがある。最近ではソーラーパネルを置き、車のバッテ
ーリーなどに充電している。中央にはストーブ兼コンロがある。家の東側は女性の領域に
なることが多く、調理用具が置かれる。鍋のふたなどはゲル内のロープに引っ掛けて収納
するなど工夫がされている。屋根の上で煙突や煙突から出る煤の掃除をするのは、たいて
い小さな子供の仕事である。 
 
 
 
 
 
 
 
       
  図12 ゲルの内部         図13 夏営地(海抜約1150ｍ) 
 
4.2 草原の夏 
遊牧民のくらしは春夏秋冬で家を建てる場所なども違って来る。夏営地（海抜1150m）は
平原で風通しの良い場所にゲルを建てる。なお搾乳は春から秋にかけて行う。モンゴルの
搾乳は、まず子牛を連れて来て、母牛の乳を吸わせ、すぐに引き離して人間が絞る。今か
ら70年くらい前に調査した国立民族学博物館初代館長の梅棹忠夫先生も記録に残してい
る。 
モンゴルの代表的な乳製品であるアーロールは、ヨーグルトを温めて布で濾して、天日
干しをして作る。 
 
 
 
 
 
 
 
        図14 アーロールの製造        図15 天日干しの様子 
 
水は井戸に汲みにいくが、大八車にポリタンクを乗せラクダに引かせていた。 
また、干し草を作ることも夏の大切な仕事である。  
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図 19 秋営地(海抜 1140ｍ） 
図 16 競馬大会 
モンゴルの男性にとって競馬大会は人生の楽しみの
一つである。日本の競馬と違い、騎手は小学生の子供
で、草原を10kmから20km走る。まず、スタートする前
に全員で馬を連れてゆっくりスターと地点まで行き、
そこからＵターンしてスタートになる。 
 
 
 
競馬、相撲、弓射３つの競技を合わせてナーダムといい、男のスポーツと言われている。
相撲は日本でもモンゴル人が横綱になっているほどである。弓は競技人口が少ないため、
村の規模ではあまり行われない。 
 
 
 
 
 
 
          
          図17 相撲              図18 弓射    
 
4.3 草原の秋 
秋になると、平原がくぼんだような所に秋営地（海
抜1140m）を設営する。風を避け少しでも暖かく過ごす
ための工夫である。 
この季節にも家畜の管理のためにいくつかの作業が
行われる。春に向けて羊の種付けが行われたり、子牛
が乳離れできるように鼻先に付ける器具がつけられた
りする。70～80年前は木やハリネズミの皮などが利用
されていた記録があるが、最近では鉄やプラスチックの
容器がよく利用されている。色々な物を生活の中で利用する、組み合わせの妙がモンゴル
人の１つの特徴である。 
   
4.4 草原の冬 
冬になると雪景色になり、ゲルは山に囲まれた場所に作る（海抜1300m）。雪の上で羊の
放牧も行う。なお、一般的には平原地に冬営地は作らないが、この地域ではデルス（イネ
科の草）があることにより、平原（海抜1140m）にも冬に宿営地を置くことができる。 
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冬の水は、雪を溶かして使う。暖房は1年置いて乾燥した牛糞、羊糞を燃料にしている。
11月下旬ごろから、家畜を処理し肉にする。この時期、モンゴルでは氷点下になっている
ため、肉を外の倉庫に置いておくと冷凍保存ができ、3月くらいまで食べることができる。
家畜を解体するのは男性の仕事で、内臓をきれいにするのは女性の仕事になる。内臓は腐
りやすいため、家畜を解体した日はホルモンの料理になる。塩ゆでにすることが多く、血
の腸詰もある。 
社会主義時代のロシアからの影響でクリスマスもある。新年は伝統的には旧暦の正月に
なる。正月にはテーブルを飾り、各地から親せきが集まる。 
 
 
 
 
 
 
         
     図20 冬営地「丘」(海抜1300ｍ)  
 
4.5 草原の春 
春になると平原に宿営地（海抜約1140m）を置き、屋根の付いた家畜用の柵があり、中に
は産まれたばかりの子羊がたくさんいる。春に生まれるように11月ごろに種付けをして約5
ヶ月後に羊や山羊が生まれて来るように計算している。春が来る前に生まれると寒さで子
供が育たない。また母親も体力が衰えている。それゆえ母親が体力を回復できるように、
新芽が出る時期を想定して種付けを行っている。生まれた子馬には焼き印で家の印を付け
る。羊や山羊には耳に切り込みを入れて、耳印を付ける。山羊の毛を刈り、カシミヤの採
毛を行う。カシミヤは非常にいい現金収入である。山羊の見た目の毛はごわごわした硬い
毛で、その中に柔毛がありそれがカシミヤである。柔毛は春以降抜け落ちて行く。柔毛が
減ることは収入が減るも同然なのでこの時期に毛を採る。出産もあり一年で一番忙しい時
期である。 
 
 
 
 
 
 
 
         図22 春営地(1140ｍ)         図23 馬の焼き印 
図 21 冬営地「デルス平原」 
（海抜 1140ｍ） 
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5. どうして遊動するのか 
 
彼らの移動距離は5～7km程度、近い時は2kmも移動しない。トルコやヨーロッパの牧畜民
の場合、夏は高い山の上へ行き、冬は山から下りて来るというパターンだと1,000km以上移
動することもある。これに比べるとモンゴルで移動距離は短いが、近い距離の移動にも意
味がある。一般に、高度が上がれば気温が下がり、100mで0.6℃ずつ下がると言われている。
ただ、下に行けば行くほど気温が下がり、上に行くほど気温が高くなる場合がある。気温
の逆転と呼ばれる現象で、モンゴルでは冬に限ってこの気温の逆転現象が起こる場所があ
る。モンゴルのこのような地域では冬営地は山の上に登る。秋営地は谷底にあり体感的に
は非常に寒く、遊牧民によると秋営地の方が冬営地より寒く感じる。夏になると最高気温
は30、40℃になる日もある。そのため、風通しの良い場所が人間にも家畜にも良い。秋に
は風を避け、春には水の確保がし易く、家畜の出産に適した場所というように、春夏秋冬
それぞれに適した場所を使うことが、彼らの遊動の一つの理由である。 
家畜を飼う牧畜にとって遊動とは有益な手段である。日本の場合多くが畜舎で飼い、飼料
を用意しないといけない。畜舎のスペースも土地を買うとそれだけのお金がかかる。これが
モンゴルでの遊動だと草や水、土地に関するコストが安い。モンゴルでは1000頭を超えるよう
な群れを飼っている牧畜民も少なくない。遊動することでたくさんの家畜を飼うことができる。 
ただ、遊動は自由気ままにできるものではなく、それぞれの季節に適した場所があり、
一年を通してその時に適した場所を選び、移動している。それゆえ、常に水や草を追いか
けさまよいながら移動しているわけではない。もちろん、冬の大雪や夏の水不足など、条
件が悪い時は水や草を求めて不規則に移動することもある。そうした場合には、水や草が
いつ頃なくなりそうかなど、考えをめぐらしながら、いつどこへ移動するかを決定する。
また、冬場などはそのタイミングも大きな悩みとなる。冬に移動する時、雪が多く降れば
移動は困難になるが、雪が降らなければ水不足になる。雪がいつ降り根雪になるのかを見
計らって移動する。こうした移動の決定は最終的には賭けのようになることもある。 
 
6. くらしの変化 
 
6.1 物質的な変化 
社会主義時代にできた井戸はモーターが盗難され使えない状態だったが、数年前に修理
し使えるようになった。トラック、自動車の普及により便利になったことは数多くある。
今までは駱駝で井戸に水を汲みに行っていたが、ここ数年ではトラックで水を汲みに行く
ようになった。冬には雪を集めていたが、トラックで河原まで行き氷を積み、家の前で下す
ようになった。生活用水の確保は今までよりはずっと簡単になった。他には15，6年前までは
干し草は馬に乗り隣村まで買いに行っていたが、今ではトラックで行くようになった。草刈
りはトラクターに草刈り機を付け、機械でするようになった。草の運搬もトラックで行う。 
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社会主義が終わり、自分たちで家畜を屠畜し売らなくてはならなくなった。近くの町に
肉を売りに行っても、牧畜をやっている人やその親戚なので肉は売れない。そのため、300km
以上離れた首都ウランバートルまで自分たちで車を運転し売りに行く。2003年頃は300kmの
うち120kmが舗装道路で後は草原の道だったので、雪が降ると10時間、12時間かかった。この
10年の間に道も舗装され、ウンドゥルハーンから首都までは5時間半くらいで行けるようにな
った。今はウランバートルの近くでは渋滞が起きることもあるほどに交通量が増えている。 
40℃くらいになるモンゴルの夏に肉を売りに行く時は肉に塩水をかけて、傷みにくいよ
うにし、涼しい夜の時間に行くようにしていた時期もある。冬は夜に行くと路面が凍って
いるので明るい時間に出かけるなど、それぞれの季節に合わせて工夫している。 
以前はゲルの近くで、家族総出で家畜を肉にし、また、商人に騙されないように事前に
自分たちで肉をバネ秤で測るなど対策を取っていたこともあった。近年はトラックに生き
た家畜を乗せ、屠畜場に持っていってお金を払い肉にしてもらい、それをウランバートル
の市場に持ち込むようになっている。 
電気の必要性は、益々増している。灯りだけではなくテレビ、そして携帯電話、スマー
トフォンも使われるようになってきた。もっとも、草原は携帯電話の電波が入りにくい。 
遊牧民のくらしも今ではお金がかかるくらしになった。旧正月の親戚の集まり、子供た
ちへのお土産、学費（特に大学の費用）、新学期の準備、自家用車・トラックの購入費用に
ガソリン代などが必要である。ガソリン代は物価から考えるとかなり高い。これに携帯電
話代、食費、衣料品も必要であるが、特にモンゴル人の場合靴はきれいな靴を履いていな
いと恥ずかしいこととされる。 
町の人はこれにさらに家賃がかかる。電気代も物価のわりに高めである。町の人は働き
に行くか商売をして稼ぎ、牧畜民は肉やカシミヤ、町に近い人は乳を売り収入を得る。カ
シミヤはかなりの高収入になる。3、4頭分で1kgぐらいになり、これが年にもよるが2,000
円～5,000円で売れる。働いて得られる月収をはるかに超える収入になる。 
牧畜民は貧しいと思っている人が多いが、中には家畜をたくさん飼い、マンションを持
っている人もいる。町中で着る物にも困る貧しい人が、牧畜民の所で働き、その後独立す
るということもある。牧畜はこうした人たちの受け皿であり、彼らにとっては豊かになる
手段でもある。 
 
  
図 25 干し草の購入図 24 水の確保（2011 年） 
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6.2 定住地へ 
先述のとおり、モンゴルの地方人口の割合は減少しているが、実は数でみると60万人か
ら100万人にくらいに増加している。都市人口がおよそ18万人（1956年）から176万人（2010
年）に爆発的に増えたことによって割合としては減っているが、実数としては増えている
のである。 
このような状況の中、牧畜民が定住地へ移住することもある。災害により家畜を失った
場合もあるが、定住地に子供の学校があり子供のためにそこに住むようになることもある。
こうした場合、家畜を売り払って定住地に移住するのではなく、家畜を所有したまま、牧
夫を雇って家畜の面倒をみてもらい、自分たちは町に住むこともある。子供が成長すると
草原に戻る人もいる。定住地に移ることが、牧畜の終焉を意味しているわけではなく、定
住地を上手く利用し、遊牧を続けているのである。 
 
7．まとめ 
 
遊動するくらしは、その時々で土地を移動し広く使うことができる。家畜を飼う場合に
はコストを下げることができ、ある意味非常に贅沢なくらしである。また、家畜をうまく
ふやしていくことができれば、牧畜によってくらしが豊かになる可能性は十分にある。 
定住と遊牧とは対極的なものと思われがちだが、実はそうではなく、定住地と草原を行
き来する者もいて、彼らは上手く定住地と付き合いながら生活を成り立たせている。「遊」
動するくらしとは柔軟に生活をデザインするくらしといえる。 
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（2016 年 10 月 29 日、生活美学研究所本年度第 2回定例研究会における講師に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部講師 宇 野 朋 子 
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指定討論者コメント 
 
滋賀県立大学人間文化学部 生活デザイン学科教授 面 矢 慎 介 
 
今回の講演では、1990年からの市場経済化、特に2010年からの高度経済成長後の遊牧民
の暮らしの変化について貴重な現状報告を聞くことができた。ゲルの移動にはラクダの背
や牛に引かせる荷車ではなくトラックやトラクターが使用されていること、馬の代わりに
もなるオートバイの使用が増えていること、ソーラーパネルから電気を得ていることなど、
私が調査した1990年代末からみても急速な変化が進んでいることがうかがえた。ゲルの中
でも衛星テレビを見て、スマホも使っているという。 
また、トラックと舗装道路によって首都ウランバートルまで肉を売りに行くことが可能
になったこと、現金収入になるカシミヤの生産・販売が盛んになったことに代表されるよ
うに、遊牧をめぐる経済システムにも大きな変化が現れているようだ。 
ゲルで暮らす遊牧生活の今後にはこれからも目が離せない。 
 
 
東京大学生産技術研究所研究員 包慕萍 ／ Bao Mu Ping 
 
農耕文明を基づいて成り立った現代社会の人々には、遊牧世界の人々はなぜ動く必要が
あるのか、理解し難いところであろう。辛嶋博善先生が長年に渡ってフィールドワークで
観察し、明らかにした遊牧民の家族のあり方や居住単位（コミュニティー）の動的な状態、
経済活動の変化などの様態から、リアルに現代社会の遊牧民の暮らしが見えてきた。特に、
建築史から都市史へ研究を展開する者としては、空間の形式や建物の工法やスタイルなど
――どちらかというと物理的な着眼点の研究テーマとする傾向が見られる。しかし、この
ような研究テーマは、移動しながら暮らしているモンゴル地域では、限界を感じる。遊牧
世界の都市を理解するには、まさに、辛嶋博善先生が研究されている遊牧民によるコミュ
ニティーの構成やその年毎の変化、移動する暮らし向きなどから、研究のベースとなる知
見を得ることが極めて重要であると私は考えている。私にとっては、モンゴルの都市民と
田舎の遊牧民の親族関係の強さ、経済的にお互いに補完するような協力関係などは、モン
ゴル都市研究にたいへん役立つ、興味深い話であった。 
最後に、参加者の皆様方と活発で幅広い議論が出来て、有意義な時間を頂戴致しました。 
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